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本稿の課題

わたしは，前稿。において U.S. Steel Trustの形成の経済的基礎として，各鉄鋼資本グノレ

ープーCarnegiegroup, Morgan group，およびReid,Moore groupーの銑鋼一貫企業による第二

次製品部門の支配一垂直的統合一政策の展開を具体的に分析した。この分析から，各資本クツレ

ープによる こうした第二次製品部門の支配政策の展開は， 基本的には 「大不況」期ニ 「独占形

成」期への対応政策ーその他，原 ・燃料支配，運輸支配と ともにーの一貫として把握する必要が

あること，また，従来わが国の研究でいわれ7ている1900年秋以降の時期の各個別企業間一半製

品企業と完成品（＝第二次製品〉企業間ーの対抗関係による垂直的〈上昇的 ・下降的〉統合政

策の展開は，U.S.Steel Trust 独占ーの成立一歴史的画期ーによる鉄鋼産業の危機の止揚

（＝回避〉へ向つてのドラスチックな運動のなかに位置づけ，その基本視点は企業視点からで

はなく，各資本クや／レ一プ視点とし、う上位概念に置いてこそ正f穫に把握で‘きることを指摘しTこ。． さらUこ，Carneg
軸製品 半製品鋼材一スラブ，ピレツ ト， シ一ト，プレ一 トなど一市場の喪．失の危機に直面

し， それが折からの不況期の下で、各資本グループの巨大銑鋼一貫企業聞の破滅的な競争に転化

することが予見され，その回避へ向って急転回二U.S. Steel Trustの成立へ導くことになっ

目次

〔論文〕

U. S. Steel Trust の成立 ・・・・・・・・・・・回目・・・田・…ー……一－－－－－－……・・……・・・溝田 誠吾・・・・・・C1 ) 

一一アメ リカ鉄鋼独占体形成史（VII）一一

編集後記－ －－ …・…・・ ー……… －－……………………－－ － － － 一一 • • •• • (32) 

- 1一



たことを結論とした。

なお，本稿では，不況期の下での各個別資本ー銑鋼一貫企業＝巨大企業を中軸とするーが，

破滅的な競争戦を回避せざるを得ない矛盾の経済的基礎を明らかにすることを課題とする。 加

、ー・

の課題を果すことが同時に U.S. Steel Trustの成立の経済的基礎の分析につながっている。

Il . U. S. Steel Trust成立の経済的基盤一諸説の検討を中心に一

アメリカ合衆国における Trust研究のなかで， U.S. Steel Trustの形成要因については，

数多くの研究者がとりあげている I)。本稿では，そのすべて論稿をとりあげる余裕も，又必要

およびもないので，全体に共通する形成要因と考えられる論点を，E Jones2>, P. Temin3> 

会社局の調査ρ を中心に検討することにする。

以上の三者の論稿を含めて全体に共通してとりあげられている形成要因を具体的にみると，

i ）競争の制限あるいは除去（restrictionof competition) 

ii）垂直的統合（verticalintegration) 

iii）発起人利得（promoter’sprofits）， 以上の3要因である。 この他に， P.Teminは， その

著書で，独占形成による独占的超過利潤の増加に対する要求をあげ， さらに， H.L. Wilgus 

は，その著書でへ貨幣市場（moneymarket）の状態と CarnegieSteel Co.を中心とするCarnegie

groupの A.Carnegie鉄鋼業からの引退の希望をあげている。 この H.L.Wilgusの論点の

なかで，A.Carnegieの引退の希望は確かに事実ではあるが，むしろ「大不況」期＝「独占形

成J期を通じ， アメリカ鉄鋼業の主導企業であったCarnegieSteel Co.－（社長）= A. Carnegie 

ーを U.S.Steel Trustの成立に参画 ・統合させる強制となった鉄鋼個別資本の競争関係を規

定する経済的根拠ーと くに競争構造ーの具体的な分析こそが必要である。

なお，全体の論稿に共通する U.S. Steel Trustの成立の主要要因（＝動機〉である，以上

の3点について以下，検討をすることにする。

わたしは， U.S.Steel Trust成立の主要な要因としての3点については，異論を唱えるもの

ではないが， i ）・各論者とも 3点を並例的にのべるだけで，3点の成立要因の連闘が，当時の

アメリカ鉄鋼業の競争構造とそれに規定された競争ーその具体的な諸方法，諸手段一関係を基

礎に分析 ・把握されていなし、。以上の点と関係するが，ii) 3点の成立要因の基礎にあり，u.

S. Steel Trust一独占ーの成立にまで導びかざるをえない鉄鋼個別資本ーとくに 「鉄鋼一貫企

業」 ＝「結合企業」〉（＝巨大企業〉ーの内包する矛盾（＝経営危機）と具体的な対応政策の採用

とその破たん→競争激化＝巨大企業の相互共倒れの危機の具体的分析こそが必要である。こう

した具体的分析によってこそ，U.S. Steel Trustの成立一部門内競争の止揚ーの可能性と必

然性が抽象的にではなく，歴史的具体的に明確になるであろう。

連関も論理整合的に一本の赤い線で叙述可能となるであろう。
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わたしは，U.S. Steel Trust を成立に導いてゆく，経済的基礎ー赤い線ーをつぎの点にみ

いだしている。

結論をさきどりしてのべると， 「大不況」期一「自由競争」による自己調節機の喪失ーの不況

の連続の下で個別巨大企業〈＝大経営〉 に累積 ・温存された過剰資本ーその許容限界＝共倒れ

の危機に直面したーの強力的 「処理」機構の成立，実現こそが，U.S. Steel Trust（＝「独占」〉

の成立に導く経済的基礎であったペ 以下，この過剰資本の処理の各段階における特徴と差異

を具体的に実証するまえに，この点を少し詳しく考察することにする。

いわゆる 「大不況（greatdepression）」期－1873年恐慌を契機に，1890年代の中葉の回復期

まで続くーの経済循環（10年周期）7）の特徴は，好況は短期間で弱く，全体としてこの20数年間

は恐慌とそれに続く不況の連続であった九こうした 「大不況」期は，産業資本主義内部で進行

した構造変化一わたしは，この点を企業（構造〉類型とし、う概念を用いて分析したーによって，

その主導原理である「自由競争」（freecompetition）が調整機能を喪失したことの証明であ

った。この「大不況」期における過剰資本（とくに過剰生産能力〉の形成 ・累積による市場価

格の低落一利潤率の低下のもとで，鉄鋼諸資本一生産手段生産部門ーは，偲別価値を市場価値

以下一特別剰余価値の獲得ーにするために激烈な競争を強制されることになった。 この過程の

競争は，鉄鋼個別諸資本による新しい生産諸方法の導入，普及をめぐって展開された。こ うし

た鉄鋼個別資本による技術変革とその導入 ・普及が，これまで，わたしが具体的な分析によっ

て析出したような「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」一独占段階の独自的な企業類型ーの成立過程

であった。この 「結合企業」の成立過程は，不変資本部分ーとりわけ充用固定資本部分ーの巨

大化（＝標準必要資本量の増大〉によって資本の有機的構成の高度化をもたらした。こうした

資本の有機的構成の高度化は，主要には， i ）総資本~~占£る古愛会去ら恥i-," 1i 〉虎宣告会＊

にたいする固定資本の割合の増加による資本の回転期間の延長，その他，繁栄の頂点において

は，とくに，熟練労働力の不足による労働期間の延長，流通期間一国内市場の狭アイ化10）ーな

どによって利潤率を低下させることによって，資本ら品ィ占増抱ら語会ィキゐ主化を意義L走。
しかも，たとえば，鉄鋼業ーとくに，半製品生産企業 (semi-finished products firms）ーの

ように固定資本部分の巨大化した産業部門では，産業循環の好況局面において，需要の増大に

供給が適応せずーすなわち，需給の時間的づれ一， 急激で，強度な価格騰貨を現象させた。こ

の経済的根拠は， i）生産手段生産部門における社会的，平均的な生産条件が不断の技術変革

（改善を含む〉＝「道徳摩滅」の加速化ーに規定されて，生産単位レベノレで巨大化一「単純工場」

から「結合工場」へと，標準必要資本量増大したこと， ii）こうした鉄鋼業など固定資本部分

の巨大な生産手段生産部門一消費手段生産部門〈たとえば，繊維産業〉に対してーにおける工

場 ・プラン トの建設期閣の長期化，などにあった。
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以上のような経済的根拠を基礎とした，この傾向によって，この産業諸部門への資本の新規

参入と新規投資が集中する。そこで， 有機的構成のもっとも高い一固定資本の巨大化した一諸

部面では，資本の過剰投下，過剰蓄積が，個別経営の下では過剰j能力（over-capacity）＝過剰

設備として恒常的 ・一般的（恐慌，不況局面だけでなく〉一一時的現象ではなくーに累積 ・温存

されることになった。しかし，産業循環の恐慌および不況局面では，この恒常的過剰能力一過

剰蓄積ーの存在する技術的に最も進んだまた，固定資本の巨大な生産部門一資本の回転期聞が

最も長く，かつ技術の改善ならびに更新のもっとも大きいところ（たいていは有機的構成のも

っとも高いところ） 11）ーで，その現象が最もはげしい。 こうした恐慌および不況期において，

その現象の最も激しい鉄鋼個別資本は，前稿山で具体的に分析したような対応政策一 i）垂直

的統合政策，ii）原 ・燃料支配政策， iii）運輸一鉄道 ・湖上支配政策など一採用 ・展開する

ことになった。しかし，こうした「大不況」期における個別資本の対応政策は，根本的な解決

策とはならず，逆に諸資本聞の競争を格段に激化させることになった。なぜなら， 「大不況」

期の過剰資本の存在による利潤率の低下への対応政策一新しい優秀な生産方法の採用を中心と

する前述のような諸政策ーによって，鉄鋼個別資本間ー陶汰 ・消滅と存続企業間ーにおける技

術水準格差ーとくに，生産単位レベルにおける「結合工場」と「単純工場」一， およびそれに

規定された資本規模格差が一部分の巨大企業（二「結合工場」を独自的生産単位とする 「結合企

業」〉と大部分の単純企業（＝「単純工場」を生産単位とする〉の併存する市場（＝競争）構造とな

った。このような競争構造の下で，具体的にはアメリカ鉄鋼業を独占に導いてゆく，1893年の

全般的過剰生産恐慌の過程で，劣等な生産条件の弱小企業が整理 ・陶汰されるのと同時並行的

に鉄鋼業の各部面における主導企業聞の企業合聞が急展開した。そして， 1900年の秋以降の不

況局面において，これまで具体的に分析したような，各資本グループの主導企業一銑鋼一貫企

業＝「結合企業」という「企業類型」の巨大企業聞の市場支配をめぐる競争が激化した。こう

した，各資本グループの巨大鉄鋼資本閣の主要な，具体的な競争手段が前稿の第二次製品部門

市場の支配政策の展開であった。このような各資本グノレープの「結合企業」＝巨大企業聞の競

争戦では，対等者同士一技術的 ・経済的な優越性なしーの闘争であり 13う弱者が滅ぼされて，

この当該部面の資本過剰が処理されることはなく，恐慌局面における競争と，これによる利潤

率の低下一資本の再生産条件の悪化ーという犠牲をすべての競争者に平等に課すことになった。

以上のように， 「大不況」期に恒常的に累積 ・温存された過剰資本が，費用現象・構成の変

化一固定資の増大ーの下で，操業度低下の困難性ー技術的 ・経済的な要因ーによって，過剰生

産，過剰在庫，過剰設備として現象し， 個別企業経営の許容しう る限界点に達し，競争戦がと

も倒れの危機をもたらすことになった。こうして， 「結合企業」＝巨大企業閣の協調が成立す

ることによって，U.S. Steel Trust－独占ーが実現した。すなわち， 「大不況」期に個別鉄鋼
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資本に恒常的に累積・温存された過剰資本（＝過剰能力〉 一具体的な恐慌・不況の局面で未処理

ーこそが，U.S. Steel Trust（＝独占〉へ導いてゆく基本的な経済的要因であれ この Trust(=

独占〉 一独占価格ーの成立によって，鉄鋼業の各部面の過剰資本が処理されたのである。こう

した経済的基礎のもとで，各論者の U.S.Steel Trust成立の前述した各要因（動機〉を把握

する必要がある。

以上のような「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」 （＝巨大企業〉閣の破滅的な部門内競争を止揚

し，U.S. Steel Trust （＝独占〉の成立に導く経済的要因を基礎に，前述の 3要因の連闘を統

一的に把握すると以下のとおりである。

「大不況」期にとくに， 「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」という巨大企業内に累積 ・温存され． 今処理の過剰資本 （二過剰設備能力〉を処理（＝整理〉するためにや．苧本＝企業間？ヂ
立性を維持，存続させたプーノレ（pool）＝カノレテノレーとくに，生産制限を中心とするーでは不充

分であり，Trust、（＝独占〉ーいわゆる trusteedeviceではないーの成立による部門内競争の止

揚二独占価格の形成によって，非能率な過剰設備（＝工場〉を廃棄（abandoned) あるいは休

止（idle）し， 能率的な工場設備（worksor plant）で集中生産をおこなう操業度調整が現実に

可能となるのである。ゆえに，U. S. Steel Trust成立要因の第1の競争制限は，以上のよう

な過剰資本の処理を実現するために強制されたもので，それは，Trust（＝独占）一部門内競争

の止揚ーの成立によって可能となった。なお，第2の垂直的統合は， 前稿「U.S. Steel Trustの

形成過程（1）ー第二次製品市場の支配一，アメリカ鉄鋼独占体形成史（VI）」で分析したように，

U. S. Steel Trustそのものの成立要因ではなく， 「大不況」期＝ 「独占形成」期をつうじて

部門間利潤率格差の解消（＝均等化〉のために，鉄鋼個別諸資本の採用した経営政策の一貫で

あった。 むしろ，もっと正確にいえば，U. S. Steel Trustの成立は垂直的統合企業（＝「結

合企業」〉 と水平的統合企業〈第二次製品部門の大企業〉を含む水平的統合 (horizontal 

II in 

鋼一貫企業が分担〉と第二次製品の各部面（＝各第二次製品企業〉および原 ．燃料 （鉄鉱石 ．

石炭 ．コ一クス ．石灰石〉部面，運輸（鉄道 ・湖上〉部面を支配する垂直的統合企業となった

のである。なお，別の表現をつかえば， U. S. Steel Trustは鉄鋼業の各部面（半製品，第二

次製品，原 ・燃料， 運輸〉の各市場（生産〉を独占的に支配する巨大企業を合同 （consolidation)

した重層的な結合企業の有機的統一体で、あり，その U.S. Steel Trustという全体のなかに各

構成巨大企業が構成要素 （element）＝分肢として組み込れ， それぞれの歴史を刻み込んで，

Trust（＝独占〉の特徴をなしている。第3の発行者利得という成立要因について。U.S.Steel 

Trustを構成した前提諸企業が，第一次合併（第一次合同運動ではない〉時に大部分－Carnegie

groupを除く，Morgangroupおよび Reid,Moore groupの諸企業ーは具体的分析で明らか
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になったように資本水増し一過大資本化（over-capitalization）されており，市場株価を上昇さ

せ，発行者利得を獲得し，さらに資本水増し部分の水抜きをおこなうためには利潤率（＝収益〉

の上昇とその安定が必要であった。しかし， 「大不況」期の下で，これらの巨大企業内には，

過剰資本が累積 ・温存され，Trust（二独占〉一部門内競争の止揚ーによって，その過剰資本を

処理一利潤率の上昇ーしなければ共倒れの危機に直面していた。こうした，U.S.Steel Trust 

を構成したとくに，巨大企業閣の矛盾＝危機が，第一次合併時にこれらの企業 の創業 ・発起

(promote）および引受 （underwrite）に深くかかわっていた銀行資本ー投資銀行家（investment

banker）ーおよび専門発起業者（promoter）の利益の喪失の危機に転化することによって，こ

うした銀行資本ーとくに， Morgan groupーの主導権の下で， Trust （＝独占〉が成立したの

である。また，発行者利得は， U. S. Steel Trustの成立時にのみ主要契機ではなく ，第一次

合併時にも発起，引受の銀行家にとって動機をなしたのであり，U.S. Steel Trustの独自の

成立要因ではなく，わたしが前述したような巨大企業閣の過剰資本の累積による利潤率の低下

と共倒れの危機こそが，U S. Steel Trustの成立の基盤であり，この点をあいまいにして発

行者利得のみ一「金融的要因」ーから，その成立を説明するのは誤りである。

こうした銀行資本の金融的利害を中心に U.S. Steel Trustの成立を把握する諸論者の依拠

する出典は，E.S. Meade，の“TrustFinauce”(1904年〉である。こう した論者の代表は，

鎌田正三教授，石崎昭彦教授である。なお，石崎教授については，前稿で要約的に検討したの

で，鎌田正三教授の論点を以下，簡単に検討する。

鎌田教授は，その著書 『アメ リカの独占企業』〈時潮社，昭和31年〉において，「U S. Steel 

の結成」を分析している。そこで分析されている U.S. Steelの結成の動機の基本線は，E.

S. Meadeに依拠した「金融的要因」説である。これを U.S. Steel Trustの成立における基

本線 （＝基本的要因〉とする点では，前稿でとりあけ・7こ石崎昭彦教授と同じである。鎌田教授

の「金融的要因」 説をもうすこし，具体的にみると，U.$. Steel Trustの成立直前の1900年

後半に鉄鋼市況は反動（二不況 ・下落〉をこうむり，Trustを構成した諸企業（とくに，Morgan

group, Reid, Moore group）は，第一次合併時 （これは，第一次合同運動ではない〉に過大資

本化（over-capitalization）＝水増し株（watering stock）を発行し，この株価を トラスト ・プ

ロモーター （とくに，銀行家，金融機関〉 の利益を代表し，つりあげるためには「高配当＝低

積立金→低内部蓄積」政策の採用を強制された。しかし， この政策は，過大資本化された諸会

社の資本の水抜きを， 「低配当＝高積立金→高内部蓄積」政策によって実現する保守的政策

(conservative policy）と矛盾することになった。さらに，いずれの政策をとるにしても，1900

年後半の不況の影響一利潤率の低落ーを回避するためには，こうした金融的産業 （financialin-

dustry)-Morgan group, Reid, Moore groupーを中心とする「競争の制限J→利潤率の上昇が
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必須の条件であった。しかし，金融的産業の主導のもとで，競争を制限し，利潤率を上昇さ

せ，所期の目的を達成するためには，産業的産業（industrial Carnegie 

この産業的産業の代表

industry）ーとくに

group=Carnegie Co. of New 

＝典型である Carnegiegroupの降伏は， 1901年以降の鉄鋼景気の回復によって証券市場での

大賀方運動が続いた点に原因を見い出している。なお，鎌田教授は，

Jersyーの統合が最大の課題で・あった。

この U.S. Steel Trust 

（＝独占〉の成立にとって，CarnegieCo. of New Jerseyの買収 ・統合を重視していたが，最

大 ・最強の同社が統合されざるをえなくなった経済的原因（二基礎〉の具体的分析はなにもな

い。さらに，鎌凹教授（E.S. Meadeに依拠〉のいう「金融的産業（銀行資本などが利害関係

をもっ〉」ーその代表＝典型は，第一次合同運動期の鉄鋼業ーが周期的競争（periodicalcompe-

tition）を回避しなければならない根拠が「鉄鋼業の金融的支配（thefinancial control of the 

steel industry）」の危機に求められており，鉄鋼業をトラス ト独占の成立にまで導かざるをえ

なかった危機の具体的分析もない。以上，鎌田教授は，E.S. Meadeの論文に依拠した「金融

． 
的要因」説ということができる。

以上，わたしは U.S. Steel Trust （＝独占〉成立の経済的根拠一本質的 ・基礎的要因ーを

ここでは， U S. Steel Trust 

Carnegie group=Carnegie Co. of New Jersy (1900年）－Carnegie

Steel Co.の FrickCoke Co・との合併による再組織ーの生産と市場における主導的な支配力

の動揺と崩壊の危機の経済的基礎を具体的に分析解明することが必要で、ある。

基軸にすえながら，諸論者の論拠を批判的に検討した。 以下，

を成立を論ずるうえで，

その第1は，前稿「U.S. Steel Trustの形成過程（1),(2）一第二次製品市場の支配」で分析し

この第二次製品部門の製品市場一この部門は半製品鋼材（semi-finishedproducts) 

の市場（＝販路〉ーの支配の欠如（すなわち，この市場の喪失〉による CarnegieSteel Co.の支

配的地位の動揺。第2は，CarnegieSteel Co.の第二次製品部門への進出，支配の資金調達面

での相対的困難一資金調達方式の変化と自己金融方式の限界を基礎とする一。 第3は，Morgan

7こよう『こ，

groupの鉄道運輸部門支配ーとくに製品輸送としての鉄道システムにおけるーによるこの部門

での Carnegiegroupの競争上の優位性の喪失l九

このよう な， Carnegiegroupの支配的位置の動揺と崩壊の危機が，U.S. Steel Trustを成

． 
もうひとつの大きな要因であった。立に導く，

の成立と過剰資本の処理（＝独占〉トラス トmm 
を中心に一

「大不況」期ニ 「独占形成」期 (1873～1897年〉の各年代における鉄鋼業の各部

の存在態様とその処理 （廃棄ないし休止〉の特徴を具体的

一「大不況」（greatdepression) 

、iノ備設剰過本資剰過

は

る
で

け

こ

お・面
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やこ分析する。ここでの分析のねらいは，これまで，U.S. Steel Trust （＝独占〉の成立の基礎

にあって，その成立を強制した鉄鋼諸資本聞の矛盾の現象形態は不況期の下で・の過剰資本と極

端な鉄鋼製品の市場価格の低落一利潤率の低落で、あり，その過剰j資本が トラ スト〈＝独占〉

＝独占価絡の成立によって， ドラスチックに処理されたことを具体的な資料によって検証する

ことにある。この検証そのものが，これまでの各論者の U.S. Steel Trustの成立動機の説明

に対する，わたしの批判的見解の根拠をなすものである。 以下，具体的に各年代の鉄鋼業の各

部面における過剰資本の処理の特徴を具体的資料にもとづいて簡潔に要約することにする。

i ) 1880年代－1884年，1886年一

アメリカにおける「鉄道ブームの崩壊とフランスの取引所ブームの崩壊」からはじまった恐

慌は，1883年にいたって世界的性格をもつにいたり，この恐慌の下でアメリ カ合衆国の主要な

工業部門ーとくに固定資本の諸要素を生産している重工業ーは，ひどい打撃をうけた。 こうし

た恐慌の最も激しくなったのは，1884年の夏であった。このような状況を くL. Economiste 

F ram;ais;;i,は， 「周知のとおり，1884年なかばから1885年なかばまでアメ リカ合衆国の工業企

業の5分の lは操業をやめ，他の 5分の lは部分的に操業していたにすぎなかった」と書いて

いる 1）。こうした状態のもとで，鉄道業およびその関連諸部門の市場（需要〉に大きく依存して

いた鉄鋼業の打撃は非常に大きかった。まず，この恐慌局面での鉄道資本による鉄道建設をみ

ると， i ) 1881～ 2年一11,569マイノレ （宇18,614キロメートノレ〉と最高であり，ii) 1883～ 4 

年一3,923マイノレ Cヱ6,312キロメートノレ〉， iii）さらに1884～ 5年一2,975マイノレ（宇4,786キ

ロメートノレ〉と最低に激減し，この1885年は，恐慌直前の、活況時1882年の約26%に低下した2）。

こうした鉄道建設の逓減は，鉄道運輸のために直接働く諸部門および蒸気機関車 ・車輔の製作

部門と軌条（レール〉圧延部門をもっ鉄鋼業に打撃をあたえた。これを具体的にみると， i) 

機関車は1881年 1,978輔から1885年447輔へと約77%も減少した。全体的には，ピーク時の機

関車と車輔の生産は3分の lないし4分の 1となった。 ii）軌条（レーノレ〉の生産は， 1882年

の総圧延製品3,629千グロス ・トンのうち1,508千グロス ・トンから1885年総圧延製品2,982千

グロス ・ト ン (1882年の82.2%）のう ち977千グロス ・トン（1882年の64.8%）とほぼ40%程

減少した。なお，軌条生産量のうち，錬鉄製軌条は一203千グロス ・トン (1882年〉から 13千

グロス ・トン （1885年〉へと－94%も減少し，これに対して， 鋼製軌条一1,304千グロス・トン

(1882年〉 から 964千グロス ・トン (1885年〉へとーは約26%減小したにとどまり，この恐慌

のもとで錬鉄製軌条圧延工場一劣等設備ーが集中的に休止（idle）ないし廃棄（abondone）に追

い込れたことを示めしている。

つぎに，この恐慌局面での鉄鋼業一重工業部門ーにおける過剰資本（＝過剰設備〉の処理の

特徴を具体的に分析することにする。
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製銑部面一第Eー 1表によれば，1884年に休止（＝遊休〉ないし廃棄された総企業 144社ー

総溶鉱炉数146基 （これは，総溶鉱炉数675基の21.6%）であった。 この休止ないし廃棄され

た溶鉱炉を使用燃料別にみると 1〕木炭溶鉱炉＝企業数101社（全体の70.1%）一溶鉱炉数101

基（全体の69.2%), ii 〉無煙炭溶鉱炉＝企業数30社（20.8%）一溶鉱炉数30基（20.5%), iii) 

涯青炭溶鉱炉＝企業数11社 （7.6%）一溶鉱炉数14基（9.6%),iv）コークス溶鉱炉＝企業数2

(1. 0%）ー溶鉱炉数2基（1.3%）となっている。これを生産能力と生産量比率＝稼動率でみる

とi）木炭溶鉱炉＝生産量409千グロス ・ト ン一生産能力1,275千グロス・ト ンで稼動率32.1%

ii）無煙炭溶鉱炉＝l,717千グロス・トンー3,175千グロス・トン， 稼動率44.6%, iii）涯青炭

溶鉱炉＝2,272千グロス・ トンー4,850千グロス・トン，稼動率46.8%，総体で、は，1884年の総． 生産量4,098千グロス トン一総生産能力9,
からいえる特徴は，1882年恐慌のもとで，同一使用価値をも生産物（＝銑鉄〉を生産する製銑

企業のなかで相対的に劣等な生産条件一労働生産性低いーの木炭使用溶鉱炉の休止ないし廃棄

． 

が圧倒的な割合をしめていた。なお，休止ないし廃棄された溶鉱炉のすべてが， 「単純工場」

を生産単位する「単純企業」であった。

製鋼部面一この部面で休止ないし廃棄された企業数11社のすべてが，小規模な平炉装置で、あ

った。なお，1884年にはアメリカ合衆国全体で35の平炉工場 (1企業1工場である〉があり，

この部面の稼動率は約70%であった。この企業11社（第m-2表〉は，すべて製鋼 ・圧延の 「単

純〈製鋼〉企業」であった。

第DI-2表製鋼部門の廃棄設備 （1884年）

会 社 名 ｜建設年｜所 在 地 廃棄設備

1〕AmericanCast Steel Co・ 1878 I Clveland, Ohio Steel plant 

2) R凶1ardson,Boynton & Co・I1875 I 232 Water st., New York ¥ Steel plant 
(Atlantic Steel Works), 

3) Calumet Tool Co. I日79 I Chicago ¥ Simens steel-melting 

furnace 

4〕ChicagoSheffield Steel Works¥ 1874-5 ¥ Chicago ¥ steel melting furnace 

5) Cleveland Cast Steel Works,¥ 1877 ¥ 145 Superior st. Cleveland ¥ steel casting plant 

6) Clucible Cast Steel Casting Co・＼ 1875 ¥ Pittsburgh, Pa., 

7) Estate of G. F. Wilson. Boston, Mass., 

steel melting furnace 

Simens open-hearth 

furnace ( 6 t) 

8) North River Steel Works ¥ 1875 ¥ Jersey City, New Jersey I melting hole 
9) Pittsburgh Steel Works ¥ …・・ I Pittsburgh ¥ Simens furnace 

10) Read & Thaw, ¥ 1878 ¥ Allegheny City, Pa., I melti昭 furnace( 6) 
11〕WheelingSteel Works I 1873-4 I Marti山 Ferry,Ohio, I steel melting holes (12) 

以上 合計11社

出典〕 A.I. S. A., Works directoヮ， 1884,p. 158.より作成
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圧延部面一この部面での休止ないし廃棄された圧延単純企業数50社一工場数55で、あった。な

お，前述したような軌条圧延部面一相対的に企業規模大ーで，統計上にあらわれない遊休設備

（とくに，錬鉄製軌条圧延企業〉が存在したことは明らかである。

ii) 1886年一回復・好況局面一

1882年恐慌と，それにつづく不況のあと循環性＝好況局面にはいり，1887年に盛況局面にはい

った。アメリカ合衆国における恐慌からの脱出年限は，イギリス，フランスに比較して短かく，

ほぼ3年，1885年の下半期から1886年にかけて盛況局面にはいった九この循環行程の急転換を

主導したのは，重工業ーとくに鉄鋼業であった。こうした鉄鋼業の活、況化の第1の刺激は，鉄

道敷設に伴う需要増大にあり，1885年2,975マイノレ （キ4,786キロメートノレ〉に落ち込んだが，

i ) 1885～6年8,018マイノレC=!= 12, 900キロメートノレ〉， ii) 1886～7年12,876マイノレ（キ20,717

キロメートノレ〉と最高に達し6に また，機関車は 1888年2,180柄となり，1881年1,978輔を凌

駕した九さらに，活況の第2の刺激一物質的基礎ーは，前の恐慌の場合と同様に工業ーとくに

重工業における固定資本の更新，さらに住宅 ・公共建設一社会資本投資ーによってもたらされ

た。なお，鉄鋼業を基軸産業 (leadingindustries）とした固定資本の更新と拡大を準備した基

盤には，前稿 「企業類型と独占成立」『社会科学月報』 （専修大学社会科学研究所）8月号で概

観したよ うな各部面の技術変革とその急速な普及 ・促進にあった。この技術変革は，恐慌とそ

れにつづく不況期一低価格＝利潤率低下のもとでの鉄鋼個別資本閣の競争戦一個別価値の低下

をめぐるーの激化によってもたらされたものであるべしかし，こうした技術進歩を企業＝経営

内に導入するためには，莫大な固定資本が必要であれこれを実現しうるのは一部分の大企業

に限定され，大部分の小企業は競争戦のもとで陶汰され，その結果，さらに一部分の有力，大

企業のもとに生産と資本の集積 ・集中を促進することになった。 こうして，1882年恐慌を経

て，1880年代末から90年代にかけて， 「銑鋼一貫企業」＝「結合企業」 と各部面の 「単純企業」

閣の資本規模格差（＝企業間格差〉 が顕在化し，同一規模一生産条件の均等化したーの企業聞

で‘の各種プーノレ（pool二 cartelle）が締結され， さらには企業合同（consolidation）一対等合併

ーによって恒常的 ・一般的な過剰資本（＝過剰設備〉 を処理しようとする傾向がでてきた。そ

の典型的事例は， 鋼レール ・プールであり，1889年の IllinoisSteel Co.の成立であった。

なお，以下簡単にとりあげる1886年における休止あるいは廃棄設備のなかには技術変革の急

激な展開のもとで「道徳的摩損」で処理された過剰資本をかなり含んでいるものと考えられる九

製銑部面一第ill-3表によれば，この部面における休止ないし廃棄された総企業数183社一

溶鉱炉数206基であった。 この溶鉱炉伎の用燃料別の内訳は， i）木炭溶鉱炉＝企業数127社（全

体の69.4%）一溶鉱炉137基（66.5%), ii 〉無煙炭溶鉱炉＝企業数14社（7.7%）一溶鉱炉数16

基（7.8%), iii）漉青炭溶鉱炉＝企業数35社 (19.1%）一溶鉱炉数44基（21.4%), iv）コーク
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ス溶鉱炉＝企業数6社（3.3%）一溶鉱炉8基（3.9%）となっている。なお，以上は「単純企

業」であるが，1886年には， 2社の銑鋼一貫企業における溶鉱炉の休止ないし廃棄が示されて
いるのが特徴的である。

製鋼部面＝この部面での休止あるいは廃棄された過剰設備の総企業数20社で，そのうち平炉

-3基，鋳鋼炉一17基であった。過剰資本（二設備〉を廃棄した企業類型は，すべて製鋼・ 圧

延の 「単純企業」であった。

圧延部面＝この部面で休止あるいは廃棄された設備は，総企業数74社で，そのすべてが鍛造

(forges），棒鉄（bloomaries）の「単純企業」であった。さ らに，製鋼 ・圧延部面の過剰設備の

廃棄は圧延部面に集中していた。． 川町一1附一

． 

概観－1890年恐慌は，アメリカ合衆国においては，貨幣恐慌一信用の激動を原因ーとして現

象したが，その基礎には再生産過程の撹乱（＝商工業の恐慌〉があった。たとえば，工業部門の

なかで，鉄鋼業は最もはげしい打撃を受け，1891年（1890年と対比して〉には， i ）銑鉄生産高

-10%減，ii）鋼生産高－9%減，iii）軌条ー32%減，価格も20%下落した10）。しかし， この

1890年の恐慌は，すべての商工業部門に打撃を与えないうちに中断し，1891年の下半期には好

転した。こう したアメリカ合衆国における循環性好況をながびかせ，工業恐慌を中間恐慌にと

どまらせた経済的要因は， i）穀物の記録的収穫増加，輸出増大，ii〉農業の繁栄による工業

製品需要増大， iii）貨物輸送量増大と鉄道収入増大による鉄道基本投資の増大，さらに，iv)

1890年採択のマッキンレ一新関税率は物価の騰貴を助長し，一連の工業部門における生産と労

働手段（生産装置〉の拡大を刺激した。以上のような要因で恐慌は短期に終ったが，好況も非

常に相対的なものであった。つぎの 1892年は，1891年の銑鉄生産より増大したが，93年には

22. 2%減少した。この1891～93年までの3年聞の鉄鋼業における個別諸資本の対応は，恐慌の

もとで，鉄鋼価格の下落一利潤率低下ーにもかかわらず，新規の労働手段一固定資本ーが導入

され過剰能力（＝設備〉が顕在化し，操業率の短縮が強制されることになった。こうした恐慌

とそれに続く不況期のもとで顕在化した過剰資本（ニ設備能力）の廃棄 ・処理は，社会的 ・平均

生産条件以下の諸資本の倒産 ・整理によってなされた。 1893年にはいって，工業と商業の部面

における恐慌の徴候は，ヨーロッパをとらえていた恐慌の直接の現象ーヨーロッパ資本のアメ

リカからの流出ーによって，鉄道 ・工業会社の企業金融を圧迫し，基本建設の規模を制限する。

ことによって本格的になった11）。

アメ リカの商工業をおそったこの1893年恐慌の全般的な深さと持続期聞は，メンデリソン作

表の第四一4表によって示されている。この恐慌は，19世紀のアメリカ合衆国の歴史のなかで

もっと深刻な恐慌であった。その深刻さは，多量の生産諸力の遊休（ないし廃棄〉に端的に表
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第］［－4表アメリカ1893年の恐慌

諸 計 年 度 計 数 f医 イ正

護型水車し主
i恐荒準な数

量 下 下 にか
部 最 最 最 最 前おっ

単 高
低点
高

低点
f、 年 のよた

p司 位 点 点 % 数 水ば年、】ノ

鉄道網の長さの増加 キロ 1887 1890 20722 5378 74 メートノレ
，， ，， 1893 1895 7881 3135 60 

石炭採掘高 百万トン 1893 1894 165.4 154.8 6 1 1895 1 

石油採取 高 卜億ガロン 1891 1893 2. 28 2.03 11 2 1895 3 

鉄鉱石採掘高 百万 トン 1892 1893 16.6 11. 8 29 1 1897 4 

操業(12中月の3熔鉱炉の数
1日現在〕 基 1889 1893 344 137 60 

銑鉄生産高 千 トン 1890 1894 9348 6763 28 4 1895 4 

，，〆 II 〕a.1391 VI. 1894 812 319 61 

鋼鉄 生 産高 ，， 1890 1891 4346 3967 9 1 1892 1 

，，〆 II 1892 1893 5007 4085 18 1 1895 2 

軌 条生産 高 百万 トン 1890 1894 1. 6 1. 0 47 4 1898 7 

機関車生産高 L口λ 1890 1894 2300 695 70 4 1889 8 

貨車発注高 千 両 1890 1894 93.2 19.4 79 4 1898 7 

造船高（建造された千登簿 トン 1891 1895 369 112 70 4 1900 8 船舶の トン数）

綿 花消費 量 千 トン 1892 1894 726 505 30 2 1898 5 

輸 出 額 百万ドノレ 1891 1894 957 807 16 3 1896 4 （再輸出をのぞく

輸 入 額（純〉 II 1892 1894 826 659 20 2 1901 8 

鉄 鋼の輸入 千 トン 1887 1894 1655 314 81 7 

羊毛製品の輸入 百万 ドノレ 1890 1894 57 19 67 4 

卸売物価総指数
1910-1914 N. 1891 四.1894 85 69 19 3 年＝100

農産商品価格指数
1910-1914 

N. 1891 V. 1894 82 59 28 3 年＝100
価鉄鋼お格よび鉄指鋼製数品1910-1914 I. 1890 Ill. 1895 129 72 44 5 年＝100

繊維製品価格指数
1910-1914 

VI. 1890 I. 1895 103 76 26 41h 年＝100
工業株の相場s)))(12株 1株当り I. 1893 唖.1893 72 40 40 1 {(Dow Jone ド ノレ

破 産負債額 百万ドル 1892 1893 114. 0 346.8 +204 1 

出典〕メンデリソン著『恐慌の理論と歴史』訳，89ページ。

現されていた。こ うした恐慌局面における破壊力の増大は，たとえば，鉄鋼業で成長 ・発展し

てきたような「銑鋼一貫企業」二「結合企業」〈＝巨大企業〉における技術変革＝労働手段の変革

・拡充（有機的構成の高度化〉の強行によってもたらされた。 しかし，こうした「銑鋼一貫企

業」＝「結合企業」には，恐慌 ・不況局面での市場価格低落を操業度調整〈＝生産調整）によっ
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て阻止し，利潤率を上昇 ・回復させる対応能力は未成熟であり，少なからず自からの経営内に

その負担一過剰資本の累積 ・温存ーを背負わざるをえなかった。こうした解決（一時的〉は，

鉄鋼業における独占の成立二独占価格の設定による過剰資本の休止 ・廃棄（＝処理〉と操業度

調整（＝生産調整〉によって実現されることになった。以下，1894年の過剰資本の処理を分析

することにする。

製銑部面一第四一5表によれば， 1894年に休止ないし廃棄された総企業 103社一総溶鉱炉数

128基であった。 これらの使用燃料別溶鉱炉数の内訳をみると， i ）木炭溶鉱炉＝企業数45社

（全体の43.7%）一溶鉱炉数54基（42.2%),ii）無煙炭〈コークス〉 溶鉱炉＝企業数34社（33.0 

%〉一溶鉱炉数43基（33.6%), iii）涯青炭〈コークス〉溶鉱炉＝企業数17社(16.5%）ー溶鉱炉． 数21基 (16.4%), iv？コークス溶鉱炉＝企業数7社句協〉一溶鉱炉数曙（7.8%）となっ
ている。これを稼動率（生産量／生産能力×100）でみると， i）木炭溶鉱炉＝生産量222千グロ

ス ・ト ン／生産能力 1,285千グロス トンで稼動率17.3%, ii）無煙炭溶鉱炉＝915千グロス ・ト

ン／3,306千グロス ・ト ンで稼動率27.7%, iii）涯青炭溶鉱炉二5,520千グロス ・トン／11,680千

グロス ・トンで稼動率47.3%，全体では，6,657千グロス・トン／16,271千グロス ・トンで稼動

率40.9%であった。この1894年の製銑部面における休止ないし廃棄された溶鉱炉の使用燃料別

でみると， i）木炭使用溶鉱炉が4割を越え，ii）無煙炭溶鉱炉が3割を越え，両溶鉱炉で約

8割近くになっている。これらの燃料使用溶鉱炉は涯青炭およびコークス溶鉱炉に比較して非

能率〈ニ労働生産性低い）な生産条件を有しており，恐慌の過程で休止ないしは廃棄一企業倒産

を含むーに追い込れたことを示している。また，この段階でも，銑銅一貫企業の溶鉱炉の休止

ないし廃棄はl社だけである。なお，1890ないし1893年の恐慌 ・不況（市場価格低下〉の過程

で・生産能力（capacity）は逆に拡大している。全体では， 1892年二14,550千グロス ・トン→1894 

年 16,271子クeロス ．ト ン (11.8%増加〉， i）涯青‘炭溶鉱炉＝10,098千グロス．トン→11,680

惨 千グロス トン(15.

ン（3.4%増加）， iii）木炭溶鉱炉＝l,254千グロス ．トン→1,285千グロス ・ト ン（2.5%増加〉

となっている。この点から，涯青炭（コークス〉溶鉱炉一「銑鋼一貫企業」 ニ「結合企業」 （＝ 

巨大企業の製銑部面ーを中心に生産能力が拡大し，これが「単純製銑企業」を倒産＝廃棄設備

に追い込むとともに，巨大企業の経営内部に過剰資本〈＝設備〉を累積 ・温存させ，資本間競

争の回避を強制していく圧力になっていくのである。

製鋼部面ーこの部面で休止ないし廃棄された企業数31社で，その内訳は i）転炉装置＝企業

数15社（全体の48.4%）一転炉数22基（そのすべてがいわゆる小ベッセマーである）， ii）平炉

装置＝企業数7社（22.6%）一平炉数10基，iii）鋳鋼装置＝企業数9社 （29.0%）一鋳鋼炉15基，

となっている。この1894年に製鋼部面で休止ないし廃棄された諸設備はすべて「単純企業」で
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あり，労働手段（二装置〉も小規模なものである。 この点の特徴は，前述の1880年代と同様で

ある。なお，1894年のアメリカ合衆国全体の稼動率をみると， i）転炉＝生産量3,571千グロ

ス・ト ン／生産能力7,740千グロス・トン，稼動率46.1%, ii）平炉＝＝785千グロス・トン／1,740 

千グロス ・トン， 稼動率45.1%，全体では4,412千グロス ・ト ン／9,480千グロス ・ト ン，稼動

率46.5%となっていた。 また，全体では1892年から94年の聞に生産能力は7,251千グロス・ト

ン→9,480千グロス ・トンへと30.7%増大した。

圧延部面ーこの部面で休止ないし廃棄された企業総数は48社で，すべて「単純圧延企業」で

あった。

iii) 1900年代（＝独占成立期）－1901年， 1904年一

1890年代初頭 (1890年と1893年〉の恐慌につづいた産業循環は，資本主義の「自由競争」段

階から「独占」段階への推転 ・移行をもたらしたという点で，特別の位置を占て い る。この

「独占」の世紀 C==20世紀〉をメンデリソンは「重工業は，繊維その他の軽工業部門を背後にお

しのけて，主要資本主義諸国では首位を確保した。大きな躍進が生産技術でおこなわれた。電

気，内燃発動機，化学，各種生産諸部門の全面的な結合の世紀，かつてみない生産性をもっ機

械とユニ ット， 新しい大量生産方式の世紀が到来した。独占資本主義にとって特徴的な新しい

技術が，それに固有な生産の巨大な集積をともなって，多くの分野ででき上がりはじめた。」

と形容している。こうした資本主義の 「独占」 段階への到来を推進した90年代の循環性盛況の

物質的基礎は， i ）依然として，鉄道への資本投下一新線の建設は縮小，旧線の更新と改建の

支出増大，まfこ，鉄道運輸技術の進歩が工業部門の投資誘発した。しかし， ii〉鉄道建設が循

環性盛況の決定的な基礎でなくなり，むしろ逆に工業発展のテンポに鉄道運輸の発展が規定さ

れるようになった。すなわち，その盛況の基礎は工業部門における固定資本の大量的拡大にあ

った。 iii）さらに電化の進歩一発電所，電機工場，市街電車の建設，iv）都市の建設，などを

基礎としていた∞。

1900年には， 景気が後退し始めて，鉄鋼業においては最とも生産と価格の低落が激しかった

が，1901年にはいると工業盛況が復活し，この期間の恐慌は中間的，部分的恐慌の性格をもっ

た。また，1901年以降の循環性盛況の物質的基礎は，鉄道および工業の固定資本の大量的更新

と拡大，住宅公営事業の建設にあった13）。 1901年には， i）銑鉄の生産は1900年に対して2,054

千グロス ・トン (17.5%）増加し，13,782千グロス ・トンに，さらに1903年には2,564千グロ

ス・トン（18.4%）増加し，16,316千グロス ・ト ンに達した。また，ii）鋼塊の生産は，1900年

の10,188千グロス ・ト ンから3,286千グロス ・トン（32.3%）急増し，1902年には1,473千グロ

ス・トン (10.9%）増加した。 iii）圧延製品は，1900年の9,487千グロス ・トンから2,862千グ

ロス・トン（30.2%）に急増し，12,349千グロス・トンとなり，1902年には 1,595千グロス・
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トン（12.9%）増加した。以上のように1902年まで盛況はひきつづき， 1903年になって循環性

恐慌が勃発した。このように，アメリカ合衆国は1900年に中間的恐慌を経て，さらに，1903～

1904年の循環性恐慌を経験したのは，鉄鋼業の個別諸資本ーと くに 「銑鋼一貫企業」＝「結合企

業」（＝巨大企業〉ーの価格（引き上げ〉政策，さ らに取引所破産にみられる巨大企業の投機政

策による創業利得の増大などによる再生産過程の諸矛盾の激化に根拠をおいている14）。

以下，具体的に U.S. Steel Trust成立期の鉄鋼業における過剰資本（二過剰設備〉の存在

と処理の特徴を析出することにする。

イ） 1901年一循環性盛況局面一

この1901年は， 1900年の中間的恐慌後の循環性盛況局面で、あれ前述したように鉄鋼業の各

部面（製銑 ・製鋼 ・圧延〉で，鉄道および工業の固定資本の更新と拡大，住宅および公営企業

の建設による需要増大によって生産量が急増したが，鉄鋼諸製品の市場価格は低落した。こう

した経済的状況のもとで， U. S. Steel Trustが成立した。

製銑部面一第m-6表によると， 1901年に休止ないし廃棄された総企業52社一総溶鉱炉数5少

基であった。 これらの使用燃料別溶鉱炉の内訳は， i）木炭溶鉱炉＝企業数21社（全体の40.4

%〉一溶鉱炉数21基（35.6%), ii）無煙炭溶鉱炉＝企業数9社 (17.3%）一溶鉱炉数12基（20.3 

%), iii）コークス溶鉱炉＝企業数19社（35.6%）ー溶鉱数21基（35.6%), iv）その他＝企業

数3社（5.8%）一溶鉱炉数5基（8.5%）など， となっている。 この製銑部面での休止ないし

廃棄された溶鉱炉は，依然として非能率で，小規模な木炭溶鉱炉が多いが，さらに無煙炭溶鉱

炉およびコークス溶鉱炉の比重が高くなっている。また，これを企業類型別にみると， i）「製

銑単純企業J数44社（84.6%）一溶鉱炉数49基（83.1%）をしめており，ii）「銑鋼一貫企業」

（＝「結合企業」〉数8社 (15.4%）一溶鉱炉数10基 (16.9%）となっている。この溶鉱炉10基の

大部分は，コークスおよび無煙炭使用溶鉱炉である。この段階になって，「銑鋼一貫企業」（＝’ 「結合工場」〉の溶鉱干の.tt.止．なケグ棄が，急激におこなわ件。こ．の．ことは，U S. Steel 
Trust （＝独占〉成立一独占価格の設定ーによって，これまで企業（＝経営〉内に累積 ・温存さ

れてきた過剰資本（＝過剰設備〉が処理されたことの証明となっている（第E一7表参照〉。

製鋼部面一この部面において休止あるいは廃棄された総企業（工場〉数38社で，このうち i)

転炉＝企業数10社（全体の26.3%）一転炉21基（内訳： lt-1,2t-2, 3t-6, 4tー2,5 t 

-8, 6 t -2), ii）平炉二企業数14社（36.8%）一平炉23基（内訳： 5t -2, 6 t -2, 7 t -1. 

8 tー3,10 tー2,15 t -8, 18 t -2, 20 t -1, 25 t -1, 30 t -1), iii）鋳鋼＝企業数12社

(31. 6%), iv）錬鉄（パドル銑〉＝企業数2社（5.3%）となっている。なお， この部面での企

業類型別比率をみる， i ）製鋼・圧延単純企業数32社（84.2%), ii 〉銑鋼一貫企業〈＝「結合

企業」〉は6社（15.8%）となっている。この部面でも特徴的なことは，銑鋼一貫企業〈＝「結
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合企業」〉における休止あるいは設備廃棄が急増していることである。

圧延部面一この部面での休止あるいは廃棄工場は，総数79工場（＝プラント〉であり，この

うち i）単純企業に属する単純圧延工場45C全体の57.0%), これに対して ii）銑鋼一貫企業

(U. S. Steel Trustとその他の独立系企業〉 に属する圧延工場34C全体の43.0%）と全体の4

割以上を占めている。この点，製銑 ・製鋼部面における銑鋼一貫企業（＝「結合企業」〉の休止

および廃棄比率〈キ15%）に対して非常に大きい割合となっている。この理由は， U.S.Steel 

Trustの成立にともなって，全体として休止あるいは廃棄設備が増大したが，構成の銑鋼一貫

製鉄所においては，労働過程の技術的 ・経済的特質に規定されて製銑 ・製鋼の装置体系を無原

則に廃棄できず， 「結合企業」＝「産業コンツェノレン」全体の視点からみた過剰資本（＝設備〉

の処理を圧延部面ーとくに第二次圧延部面ーに集中したことを客観的に示している。このよう

に，1901年は循環性盛況にもかかわらず，第ID-7表のとおり， U.S. Steel Trustの成立一

生産と各製品市場の支配にもとづく独占価格の設定ーによって，1890年代の恐慌と不況局面

における巨大企業聞の競争激化のもとで未処理のまま温存 ・累積されてきた過剰設備を徹底的

(drastic）で，大規模に廃棄したこと も示している。この過剰資本（設備〉廃棄は，各地域別，

各構成企業別，各部面一製銑 ・製鋼 ・圧延…・・・第二次圧延部面一別に，非能率 （＝低労働生産

性〉の工場を廃棄 ・陶汰して，能率的 （＝高労働生産性〉工場に生産を集中し，各地域，各構

成企業，各工場別に生産物ニ製品専門化〈主力製品への特化〉 一労働手段の転換を伴うーをお

こない，生産費の節減をおこなった。 こうした， 徹底的で，大規模な過剰資本（＝設備〉 の

廃棄を現実化した経済的根拠は U.S. Steel Trust 〈二独占〉の成立にあった。 逆に，このu.

S. Steel Trustの成立を強制した各グループの個別諸資本が過剰資本の矛盾をかかえて， その

解決をせまられていたことを示している。また，U S. Steel Trust以外独立系の銑鋼一貫企

業も U.S. Steel Trustの成立による独占価格のもとで，それを追随することによって過剰設

． 

備を牒すること阿能山川実現されたことが第E一時によって明ら何仏 ti 
ロ）1904年一循環性恐慌局面一

第皿－9表によると，アメリカ合衆国全体の企業類型別の休止あるいは廃棄設備の総企業数

143社で， そのうち 「単純企業」は 102社 （全体の71.3%），銑鋼一貫企業〈二「結合企業」）41 

社（全体の28.7%）であり， 「結合企業」の休止あるいは廃棄設備の割合が増加している。こ

の 「結合企業」における廃棄設備の増加は，恐慌のもとで倒産 ・廃棄に追い込まれたというよ

りも，U.S. Steel Trustの成立以降の設備廃棄と労働手段ーたとへば転炉→平炉装置体系へ

と一体系の導入 ・転換が恐慌のもとで独占的諸政策にささえられながら，逆に強力に推進され

たことを示している。 つぎに，鉄鋼業の各部面ごとに，休止あるいは設備廃棄の特徴を簡単に

みることにする。

- 16 -



． 

． 

製銑部面＝この部面で休止あるいは廃棄された総企業数54社一総溶鉱炉数58基であり，その

うち i) 「単純企業」数46社（全体の85.2%）一溶鉱炉数50基（86.2%), ii) 「結合企業」数

8社（全体の14.8%）一溶鉱炉数8基 (13.8%）となっている。なお，使用燃料別溶鉱数の割合

は1901年と同様の傾向を示している。

製鋼部面＝この部面の休止あるいは廃棄の総企業数43社，そのうち i) 「製鋼 ・圧延単純企

業」数31社（全体の72.1%〕一転炉10基，平炉46基一， ii）「結合企業」数12社（全体の27.9%,

うち銑錬一貫企業2社を含む〉一転炉11基，平炉12基となっている。 この部面でも， 「結合工

場」における設備の休止あるいは廃棄が増加している。

圧延部面＝この部面の休止あるいは廃棄の総企業数58社，そのうち i) 「単純圧延企業」数

32社（全体の55.2%), ii) 「結合企業」における圧延工場26社 〈全体の44.8%, そのうち銑

錬一貫企業2社を含む〉であり，1901年と同様に 「結合企業」の過剰資本の廃棄 ・処理が，銑

鋼一貫企業圧延部面に集中していることが特徴的である。このことは， U.S. Steel Trust ＝「産

業コンツェノレン（＝結合企業〉」次元の観点から，生産力構造ー製銑 ・製鋼 ・圧延部面ーの不均

衡の調整を圧延部面でおこなったこ とを物語っている。なぜなら， 鉄鋼業での過剰資本（＝設

備〉の休止あるいは廃棄＝処理が，全体として，標準的生産条件以下の機械体系（二単純企業〉

の水平的統合企業＝多工場企業（multi-plantfirm）として成立し，過剰資本（過剰j設備〉 であ

第 J[-1図 U. S. Steel Cllrporationの廃棄設備 （1901-4年）

Jol,et 

Atloatc・ ,t.Muom 

• Blc<t fu,ncc,s 

... s同elwo,ks
0 M,l,s 100 

Roll,ng m;11, 

• RolVing m;11, end steelworks 

企0 Only pert of plant abandoned 
Note・ A rolling mill ot Atlante, G,o,gio was also dosm。ntled
Source: Americ。n Iron end Steel Anoci。t,onw。rks Directory 1904 

出典） Kenneth Warren, American Steel Industry 1850-1970, p. 129-
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ったこと， さらに，過剰資本（過剰設備〉の処理 ・調整が，この圧延部面では技術的 ・経済的

な点で他の部面より相対的に容易であるということにその経済的根拠がある。

なお，以上のような1904年の U.S. Steel Trustの各構成企業の過剰資本の休止あるいは廃

棄については，第皿－10表および第m- 1図のとおりである。

W総 括

以上， 「U.S. Steel Trustの成立（1）ーアメリカ鉄鋼独占体形成史（VII）一」として， U.S. 

Steel Trust成立に関する諸説ーとくにアメリカ中心にーを批判的に検討した。わたしが，と

りあげたこれらの諸説の批判の基礎は，代表的な要因（＝動機〕，すなわち，i）競争の制限， ii)

垂直的統合，iii）発起人利得の獲得，を並例的 ・羅例的に個々別々に論ずるのではなく，これら

の基礎にあって， 3要因を有機的に結びつける経済的矛盾一資本主義的生産様式の基本矛盾に

ねざすーわである過剰資本の恒常的，一般的一恐慌 ・不況局面だけでなくーな累積 ・温存にも

とめた。この過剰資本の矛盾を基礎にしてこそ 「大不況」期＝「独占形成」期の鉄鋼個別諸資

本の諸政策を統一的に把握できるし， さらに，U.S. Steel Trust 〈＝独占〉の形成に導かざる

を得なかった基礎と 3つの要因が統一的に把握可能である。こうした基礎視角が諸説批判に有

効な客観的基礎を与えた。さらに，わたしの U.S. Steel Trust成立史の把握の経済的基礎ー

すなわち，過剰資本の休止および廃棄＝処理にその成立の根拠を求めることの有効性を実証的

に検証するために， 「大不況」期二「独占形成」期の過剰資本の存在と処理の特徴を3段階に

かけて分析した。この検証から， U. S. Steel Trustの成立が独占価格を設定したうえで，そ

の過剰資本を徹底的，大規模に処理一廃棄ーしたことを示すことができた。

次稿以下では， 成立した U.S. Steel Trustの構造一生産 ・製品構成，販売と独占的市場支

配の諸政策を検討し，以後1930年代への発展の基礎をさ ぐりたい。

1）拙稿「U.S. Steel Trustの形成過程一第二次製品市場の支配ー（1),(2），アメリカ鉄鋼独占体形成史

（有）」 『社会科学年報』（専修大学社会科研究所〕第12号，『専修経営学論集』 （専修大学〕第24号。

][ 

l〕以下，これらの著書を掲載する。

A. Berglund, The United States Steel Corporation, 1968; N. S. B. Gras and H. M. Larson, 

Casebook in American Business History, 1939; A. Cotter, The Authentic History of the U. S. 

Steel Corρoration, 1916; V. S. Clark, History of Manufactures in United’States, 1929, Vol I[ ; 

Industrial Commission Report, 1901; House of Representatives, Hearings bそforethe Committee 

on Investigation of the United States Steel. Corporation, Vol 1～7 ; Seager and Gulick, Trust and 

Coγ・poration problems, 1929; William T. Hogan, Economic History of the Iron and Steel Industry 
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t均theUnited States, 1971, Vol. I～II ; E. S. Meade, Trust Finace, 1907 ; Nelson, Merger 
Movement in American Industryー1895～1956ー； G.G. Schroeder, The Growth of Major Steel 

Co. -1決刀～1950,1953 ; Moody’s Mamiual; The Commercial and Financial Chronicle ; A. I. S. 
A., The Iron Age; J. Moody, The Truth about the Trust ；などがある。
2) E. Jones, The Trnst Problems in U. S., 1922. 

3) P. Temin, Iron and Steel in Neinteenth-Century America, 1964. 

4) RP.port of the Commissioner of Coγpoiations on the Steel fodustury, 1911, Parr 1～3. 

5) Horace L. Wilgus, A Study of the United States Steel Corporation, 1901, pp. 20～27. 

6）堀江英一『経済史入門』有斐閣， 1975年， 181～204頁。こうした 「大不況」期＝「独占形成J期を産業
構造の変化，各主導産業部門一生産手段生産部門ーおける生産力構造の変革， 企業形態の変化という視
角から把握する方法については，堀江英一教授に大きな示唆を受けた。

7) Karl Marx-Friedrich Engles Werke, Band 24“Institut fi.ir MarxismusーLenimismusbeim ZK 
der SED, Dietz Verlag Berlin, 1963；カール・マルクス著 『資本論（4）』（国民文庫〉第E巻第1分間，

297～298；ノレ一ドルフ・ヒルファーディング著，林要訳 『金融資本論（2）』（国民文庫）大月書店， 139頁。19 8）堀江英一，前踏， 1胤

9）堀江英一，前掲書， 182頁。

． 

10）ノレートルフ ・ヒノレファーディング著，前掲訳書（2),146～147頁。

11〕ノレ一ドルフ・ヒルファーディング著，前掲訳書（2),146～142頁。

12）拙稿「U.S. Steel Trustの形成過程（1）ー第二次製品市場の支配」 『社会科学年報』第12号。

13）ノレ一ドルフ ・ヒルファーディング著，前掲訳書（2),16～17頁。

14）この点は，呉天降『アメリカ金融資本成立史』有斐閣， 1971,203～211頁。

I 

以上のような諸点に CarnegieSteel Co・の競争条件の悪化を求め，そとかち U.S.Steel Trust (= 

独占）成立への必須の条件 CarnegieSteel Co.の統合一根拠を求める点では，他に類をみないすぐれ

た説得力をもっている。この点については，筆者も同意見である。

1）エリ ・ア・メンデリソン著，飯田貫一， 平館利雄，山本正美，平田重明訳 『恐慌の理論と歴史』第3

分冊，青木書店， 304頁。

2) William T. Hogan, op. cit., Vol I, p. 305. 

3) Ibid., Vol. I, p. 310. 

4）エリ ・ア ・メンデソン著，前掲訳書，第3分冊， 301頁。

5）エリ ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4分冊， 8頁。

6) William T. Hogan, op. cit., Vol I, p. 305. 

7) Ibid., Vol I, p. 310. 

8）エリ ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4冊， 9頁。

9〕拙稿「FederalSteel Co.の形成過程（上〉，（下〉」『立命館経営学』第12巻3号， 5. 6併号。

10〕エリ ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4分冊， 79,81, 82頁。

11）エ リ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4分冊， 84頁。

12）エリ ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4分冊， 178～179頁。

13）エリ ・ア・メンデリソン著，前掲訳書，第4分冊， 232頁。

14）エリ・ア・メンデリ ソン著，前掲訳書，第4分冊， 234～235頁。

N 

1）なお，過剰資本（あるいは資本過多〉とは， K.Marxによれば， 「いわゆる資本のi過多は，つねに根 i
本的には， 1司胸率の低下が利潤の量によって償われない資本ーそして新たに形成される資本の若校はつ ！
ねにこれであるーの過多に，または， このようなそれ自身で行動する能力のない資本を大きな事業部門

の指導者たちに信用の形で用だてる過多に，関連している。」（カーノレ・7 ）レクス著，岡崎次郎訳『資本

論（6）』 （国民文庫）第田巻第1分冊， 410頁。
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第m-1~ 各州 iζおげる 企業鰯型別の選休あるいは廃棄後備（ 1884年〉

民銑 工科 担 鋼 工程 I£ 経 コ； 程 総 ,t 

側｛
,,, 

企業訓＂ !J'l 数 企業 Ill ~！別数 金. M 盟問敏 企業矧整刷 敏

単純製銑 銃剣－ 11 鋭敏一貫 '11鋼伍届 銑鋼一 賞 続線一 貫 単純1玉屋 製鋼庄延 後則一貫 !II純企業 一貧企業

1) New Hampshire 1 -1 (C ) 

2) Vermont_ 1 -1 (C.) 

3) Massachusetts 1 -1 (C ) 1 3 

4) Connecticut 1 -1 (C ) 1 

5) New York 8 -8 (C ) 1 11 

6) New Jersey 2 -2 (C A ) 1 t与

7) Pennsylvania 4 7 
39 9 12 ？〕｝ 
20 -20 C 

8) Maryland 
s ( ~: ~g( 2 ． 

9) Virginia 
4 { 1 1 ；~~ ) 
3 -3 ) 

10) Nocth Carolina 
5 {1: i /g~ \ 

11) Georgia 
3 { 2 2 ti 1 -1 B 

12) Alabama 2 -2 (C ) 

13) Kentuckey 
u ( 1~ - ~°cic/ 

2 

14) Tennessee 16 -16 (C.) 1 

15) Ohio {15-15 (C:( 
26 11-11 (8 

2 6 

16) Indiana 3 -3 (B ) 3 

17) Illinois 2・2(B.) ． ラ
18) Michigan 10 -10 (C ) 3 

19) Wisconsin 2 -2 (C.) 

20) Missouri 3 -3 (C ) 1 

21) Rode Island ・．． 1 

144 -146 

会 E十 {L…t ri ． 
山奥） A I S.A., (Works direcLory), 1884. 

住 I）剖筑.［！’tのC は木炭棺駐炉，8-11梶煙院熔鉱炉，Coはコークス陪i，＇.炉，A ＂傭煙民地位炉を J；している。

、
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~, ))'J 

1) Vermont 

2) Massachusetts 

3) Connecticut 

4〕NewYork 

5) New Jersey 

6) Pennsylvania 

7) Maryland 

8) Virginia 

9) North Carolina 

10) Georgia 

11) Alabama 

12) West Virginia 

13) Kentucky 

14) Tennessee 

15) Ohio 

16) Indiana 

17) Illinois 

18) Michigan 

19) Wisconsin 

20) Missouri 

21) Utah 

22) Rhode Island 

‘車 It 

2有国 3辺 各州iζおける企 定期型別の遊休あるいは廃繁投儲【 1886＜ド〉

製蛇工 程 !l'I 鋼工組 !£ 延 工 程

企業矧型別数 金書佐類型別徴 企業 掴盟結＇）数

胤純製’t ’t I瞬 一 貫 畿縦一貫 製鋼 圧延 続鋼一貫 銑線ー貧 単純圧延 叡制圧延 銃鋼一貫

2(C 2-2) l(OH.-1) 2(F. & B. 

l(C.-1) 1( 

l(C 1-1) 

叫；：：~~~』6
2(A. & C -5) l(C.-1) B( 

l(C 1-1) J(C.-1) 1( 

6 ｛~ 回.H目4．ー2 123( 
A. 9・9
46 B.&C.16-23 

G.1-1 

s{~: ~~'.J- 3 

11（”  

3 (C. 3-4) 7( 

s{~/~~2 
I 1（”  

J(C.3-3) 

4 (~/~= l 
1( 

16 {~/i ~i' 
l(C.-1) 、

171 I『~~~~『－i' 16（”  

301~:!ti~- 13 
4(C.-l) 

4{i:3ト・ど4 

l(B.&CJ-1) 2(C.-2) 

9(C. 9 12) 

2(C.2-2) 

8(C.8 9) 位（F.& B ) 

2(C.2 2) 

l(OH. 1) 

2(A.&C.2-5) 
20\~" - ~i 

4(F.&B.) 
C.127-137 

内 B.&C.32-40
Co. 6-8 

訳 A.&C.4-6

~: 1~=~0 
G. 1-1 

出奥）A. LS.A , (Works die巴ctucy),1886, pp. 64-73, 153, 163-165. 

注 I）盟後工胞の綱のC.I三木炭溶鉱炉.B，は捜育政溶鉱炉l B. &C I<離百政 ・ヨークス的鉱炉，A ＂＂＇ 崎氏防艇が．

Co・はコークス熔鉱炉である．

詮2）製鋼陽工程の慣の0-H・ は平IP.C IH梅鋼である．

注3）圧延工砲の測のf.&B－は鍛治工明（F<><ges) •単純叡造企業，および体鉄工場（81。。macios)a W鉄＇＂純てらjである．
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企業側型別数

瑚純企業 一 貫 企業

5 

4 

1 

22 2 

5 

75 

5 

22 

10 

6 

3 

5 

18 

33 

34 

4 
， 

3 

9 

2 

10 

2 

1 

279 2 



mm-5法 各州における企it:Jla盟問の遊咋あるいは廃棄ti!偏 【1894＇日

製舵エ 位 製鋼工 程 圧 望色 工 担 .. 計

~l 当日 企業 まa a 別倣 企 業制 担＂＇ l 政 企 ;I! IA it! 別 政 企業績裂開放

m崎製俊 後 期 － !1 続 縦一rr 事j鋼 正絹 後鋼一 貫 銃 剣！－）！ m臼圧E 製鋼圧延 鋭繍－ l't m純企業 一貫企;t;

1) ・Maine l(C.1-1) 1 

2) Connecticut 2(C.2 2) 1 3 

3) New Yo,k ぅ』｛~＼1『・1lOt 1 5 16 
9 A.&C.S-7 
Co.1-2 

4) New Je,sey 3(.¥. &C. 3-5) l(C.1-1) 4 8 

5) Pennsylvania l(A.&Co.1-1) (R) 9 50 
32 B.晶Co.6『7

8 ~：－・52 A.ιCo. 24-27 
C.G.) 

C.3・4
6) Ma,yland 1 6 

5 .晶Co.l『l
ーιCo.l量3

7) Virginia 9(C. 9-12) 2 11 

8) West Virginia 2(8.ゐCo.2-2) 2 

9) Kentucky 
f斗a ［~~~； ~ l 4 

' 10) Tennessee 
4(~/;:3 

l(B.l骨2t-l 1 6 

11) Norιh Carolina 2(C 2-2) 2 

12) Georgia l(C.1-1) 1 

13) Alabama 2(C.2-2) 2 

14) Ohio 
11 !~:t~!. 9-11 

(R〕 7 1 2ゐ

3t-2 
> OH. 2-15t 2 

St 1 
C 1 

15) Illinois 2(Co.2-3) 1 3 1 13 
1 

7 7t 2 
-4 
t-2 

16) Michigan 
9 {~ !~!°i- 1 

9 

17) Wisconsin J (C.1-1) 1 

18) Missouri l(C目1-6) ヲー 1 6 

19) Oregon l(C.1-1) 1 

20) California J(C.1-1) 1 

21) Massachusetts 4 8 
4 4 E』2
OH.I・2

22) Indiana 2(C.2-3) 4 6 

-23) <,OJ仙 Minnesota, 5 5 
Kansas, Delaware, 
Texas 

砧 tt 
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館羽一，表 U.S. Steel Corp。ration の峨成金察の遊休あるいiま隣東縁側（ 1901年3
(1) 

企 業名

〈州名．工初名〉

製銑工組 I .，鋼工程 ｜ E 延工部

本拠痛が由主担呈主主l 針 ｜ 伝炉 ｜ 平炉 ｜ル川その他｜ )£ 蕗 機 ｜ 圧延完成品

1) Illinois Steel Co. 
(i) North 羽orks

2) National Steel Co. 
(i) Shenango furnace 

(ii) Mingo furnace 

1 lli( 1872 

80x174 

】蕊(18'6)

75xl7 

ll医（ 1857) 

6 gross 
tons 

rails, be圃

( iii) Columbia works 7

s

 

－

n
 

6
S
0
 

8

S
E
 

川

目

官

$

8

2
5
 

several trains。f!bloom, billet,slab, 
r。11s I special shapes 

． 3) American Steel 6 Wire Co. (i) Edith furnace 

(ii) Newburgh works 

(iii) Portage works 

built in 1890 lwi玄erod,wire, 
lwire nails 

wire nail factory, lwire-rod,wire .nail 
wire-rod train, 
partly dismantled 

4) American Sheet Steel Co 
(i) Apo11o sheet iron mill 

(ii) Kirkpatrick works 

(iii) Leechburg rolling mi11 

(iv) Pittsbucgh sheet rnanu-
facturing wocks 

2 IA( ? ) 

120 gross 
ton,bastc 
30 " ,aci 

built in 1886 !fine sheet iron, 
black-plate etc. 

(v) Cosh。ctonworks 
(vi) Russia works 

l
 
e
 
e
－
 

t

e

 

s

e

 
t

－
 

t

s

e

 

e

e

 

e

d

t
 

h

n

s

 

s

a

s

 

t

t
 

e

n
e

e
 

n

o
e

e
 

i

r

h

h

 

f

i

s

s

 

‘

註

O

N

－

o
 

y
M
0
9
 

b
引

C

1

6

9
g

g

9

 

8

9

r

n

9

 

8

8

U

1

8

 

1

1

b

r

1

 

s
u
 

n
n
c
t
n
 

－

i

t

c

i

 

i
a
 

t

t

p

f

E

 

1

1

u

l

 

－

－

e

n

i

 

u

u
h
a

u
 

b

b

T

N

b

 built in 1864 liron and sheet 
skelp,sheec iron, 
sheet steel 

(vu) Corning works put ln operation !steel sheet 
10.17,1892 

． 

5) American Tin Plate Co 

(i) Somerton Tin Plate 
works (New York) 

(ii) Blairsville works 
(Penn ) 

(iii) Harnilt。nworks 
(Penn ) 

(iv) Macshall works 
(Penn ) 

(v) Neshannock works 
(Penn ) 

(v,) Ohio River works 
(Penn ) 

(vii) Washington works 
(Penn ) 

(viii) Boltimnre works 
(Maryland) 

(ix) Stickney works 
(,iaryland) 

(x) Britt。ηworks
(Ohio) 
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－
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built in 1856 !sheet and black 
plate for tinning 
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－
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b

b

 

built in 1862 

put in operation 
11.5,1895 

built in 1890-1 

!black plate for 
tinnrng !i~i ';,,1 nd black plate for 
innrng 

lack plate for 
ioning 

lack plate for 
ユnning

(xi) Montpelier works 
(Indiana) 

(ni) Cincinati works 

built iη1894 

built in 1880 

6) Amedcan Bridge Co. 

(New Jecsy) 

7) Shelby Steel Tube Co 
(i) New Castle w。rks

(Penn.) 

built in 1845 !iron and steel 
rolling mi 11 di sー ドtructuralshape, 
mantled b,erchaee bar 

built in 12,1895 』lackplate f。rthe』
~anufacturing of 'I' 
••=less- drawn steell 
blant I 
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企京む
〈州 名。工場名｝

(ii) Albany wotks 
(Indiana) 

(iii) Hartfotd works 
(Coone.) 

(iv) Mansfiled、。rks
8) American Steel Hoop Co. 

(i) Atlantic wotks 

/l: 拠） A.IS.A., (Wotks directoty), 1901より作成e

(2) 

｜ 口 延工れ

平－i.-1：：.γ三石川 J上コー伶［ i経完成品
'adん oa tube I blanks 
plant 1898 I 

added to tube <-ock,; 
in 1897 I 

built in 1895-6 I blanks 

built in 1867 jbac,plate,hoop,cod 
I irnn, cut ,ail 

'11町一 71民 U.S. Steel Corporation 以外の銃剣一貫企業の盤休あるいは~U＞繍（ / 90,げ〉

企 .r; 名 製 続 工 桂 観 鋼 工 r; f川 経 こに 4支

（州名 ．ーιi:;；；，】 木俊高炉 阪商炭照処＂＇ It 転炉 平炉 N＂＞ポ，モの他 If 延 随 圧延 完成 品
コ？ a コデス

1) Bethlehem Steel Co. 
(i) South works 1/.Cχ＇：オ63) 1 

(Penn.) 61’ 

2) Lackwanna Iron and Steel Co. 31,(( /849) 
(i) Lackwanna furnaces I 1872 3 

(Penn.) 80’xl7, 

3) Tenness邑邑 Coal,工ron,and Rall 
road Co. 
(i) Spathite furnace 1/.0889) 

75’xl4’ 
1 blown in 10, 1889 

4) Republic Iron and Steel Co. 
(i) Alabama Steel wotks 2民｛岨到－901 built in 1889-90 ingot, bloom, billet 

(Alaba回） 15t, basic trains of rolls slab 

(ii) Leetonia works built in 1871 回uckbar and mer-
trains of rolls 巳bantbar 

(iii) White River woe晶k住s2) built in 1891-2 merchant bar iron 
and steel 

(iv) Muscatine works put in operation bar, band, flat 

(Iowa) 10,1893 

(v) Calumet work注s目 built in 1876 bar iron and steel, 

(Illinois) angle sprices, and 
shafting 

(vi) Peoria works put in operation bar, band, hoop 

【Illinois) in 1892 

(vii) Springfield works 2正（／887) first blow in 8. 8, 

(Illinois) 5 gcoss to, 1887 

(viii) Sylvan works ＼＇川崎〉
built in 1898 

(Illinois) 5 gross to open hearth .Q!'1,工
dismantled steel 
ingot 

S) Jones and Laughlins ドI＇師1 2 

Edith furnace (Penn.) 75・,a:i・7 
,80’x20’ 

メM、 frt 7 ls 7 基 2 注 3 ls 4 mills 

をの他，単純企業数 127社 21 必 2 基 お基 ＂＇ 基 13 2孟 百 2邑 22 plant 47 mills 

2 puddlinl 
pl 
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対4 5月

Massachusetts 

Connecticut 

Ne..., York 

New Jersy 

Pennsylvania ． Maryland Virginia 

West Virginia 

τennessee 

Nor th Carolina 

Georgia 

Alabama 

Texas 

Ohio 

Indiana 

Illinois 

Michigan 

Minnesota 

Missouri 

California 

アメリカ台東由民計． 

第m-8 l提 各州における 企業領型WIの遊休あるいは磁糞食倒（ 1904 !fl 

製鉱 工 組 思剣工総 I.E 延 工 詮 総 針

企業 繍 畳別 依 企 業矧製別歓 企 業頬型別 敏 企業頬型1別 放

単純製銑 製鋼一貫 鍵鎌－Jl 製鋼圧延 tt鋼一貫 鋭敏ー貫 Ill純正 経 ri• 圧鑑 It鋼一足 単純企業 一貫企業

1 (1) 注目
注4)
1 。

1 (1) 1 ( 
p;2) 

1 
(0) 

2 (2) 1 (1〕 2 (0) 2 2 4 3 
(3) 

1 (1) 1 (1) 6 (0) 1 8 1 
(23) 

17 (19) ゐ（4) 1 7 (4) 1 14 8 38 18 （注2目〉

(7〕 (6 

1 (1) 1 2 。
2 (2) 2 、。
1 (1) 1 1 2 1 

1 (1) 2 ラ． 1 

1 【1) 1 2 。
2 (2) 工 2 1 

3 (3) 1 (1) 1 1 1 (2) 

1 (1) 1 。
(O) 

6 (7) 5 (0) 6 11 6 
(5) 

2 (2) 2 (2) 1 (O) 1 2 5 3 
（工） (2) 

1 (1) • m 2 )'l 3 2 8 4 
2) 

5 (6) 1 (0) 2 6 2 
(1) 

1 (0) 1 (0) 1 2 1 
(1) (2) 

1 (2) 1 2 。
(0) 

1 

8 (8) ’ 2 日｛川 ! 102 I… (46) (12) 

山奥） A.I.S.A.,(Works directory), 1904, pp. 358-374. 

t主1)'1銑工般の 〈 ）の欽F俗 的，1:，炉J主放である．

tt2）割鋼工仰の 〈 ｝の紋乍は..）・段転が』点数，下段は事炉 （徴的， ，，i.性） およびルylドCnにiblcr"'""" OJIまである．

n• ,i 註 2) 1<同じ．

包· • ＞総計織の企業期司自別敏は， 遊休， 11o,rn織の企業足数である．ゆλに，烈鋼工位 正延工rnの前｝；｛·O在日、 .t主復した掛合I いづれにら企業数 i と

E入され企業数1'2とはる．

tt5) ( 〉の数字以銑積一位企翼政である。
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企業名
〈州名 ，工場名）

第・ －・袋 U s. Steel C。，po<ati町3の櫛成縞企業の遊休あるいは廃黛陵情【 1904年〉

製使 工程 I 1:1 鋼 工 Ill I 圧延工程
木氏高炉 ｜き主fil竺~；： j 針 ｜転炉 ｜平 炉｜ルツポ目その吋 匡 犀 織 ｜ 圧延完成品
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－
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s

 

e
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、，、
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E

－

－

 

a

i

 

p
h
 
〉1
‘
 

l ~ ( 1885) 

75xlせ
I 2蜂（1887)
75x18 

2) IUin。isSteel Co. 
i) Union Works i 

3) American Sceel & Wire Co. 
i) c,own Point Furnace 

2/H¥872) 
1881 
60x17 
70x18 
II長（1882)

7Sxlせ
ii）回iehFu,nace 

iii) Newburgh Wo,ks 

iv〕RensselaerIron Works 

v) Beaver Falls Works 

vi) Charcies Works 

vii) South Side Wo,ks 

4) American Sheet Steel Co. 
i) Approll。Works

ii) Russia Works 

S) American Tin Plate c。．
i) EUwood City Works 

ii) Johnson Works 

iii) Banfield Workf 

iv) Reeves w。rks

v) Atlanta Works 

V斗） Great I/es tern Works 

vii) Muskegon Works 

6) American Steel Hoop c。
i) Clark Mill 

ii) Atlanta MiU 

iii) Bridgeport Mill 

iv)Pomeroy Mill 

7) National Tube Co. 
i)Riverside Bar mu 

2縫(1885-6

ドosro目伽

t 
ef ’eo 
eh 
Es－ －’e 
wse et 
－sps slag 
dihEd 
oasnn rnai 
－hk 
eeec zZer－ 
－1te1 
wwgma 

18 17 
18 
ml 
tm 
ni 
a 
ht C1 
ri eu 
mb 

rod mill built in 
1884 

20gross t n,acid 

lbu山 inl脳

~::il:t in 1893 
in 1893 

built in 1868 

built in 1864 

lt in 1891-2 

ck plate mill 
ed in 1899 

2grosst ,ac,. 

1t in 1873 

uilt in 1847 

uilt in 1875 

, 1,1. I 2 1悲 4 11. 17 plant 総計

steel wire rods, 
plain,wire nail, 
galvanhed coppe< 
!merchant wire 

sheet ir。nand steεl 
h…ds wire 
ire nails 

λron and steel skelp, 
shec, it。o,sbecι 
sιeei 

lblack plates f。r
jtinning cold rolled 
steel sheets 

black plate for 
tinning 

black plate for 
εinning 
iron and stecl.skclp, ~t~H irmi， 持i;;:ct
black plate for 
tinning and light 
sheets 

!black plate for 
作inning

Jiron and steel black 
jplate for tinning 

［山吋回目onties 
teel bars, light tee 
ails, angles 

ands, horse shoe bars 
efined iron and soft 
ドteelbars 

rteel skelp 

出典） A. !.S目A.,(Works di<ectory), 1904, pp 359-374. より作成。

注I) U S. Slee! CocpornHon iこ統什されたN.0110,,,,1S1,e1 Co( 1899成立〉 の製銑工場であった。

しかし，ζのUS匁eelCoo,poo・,,1100, iζ統合された後，Sailo凶 ISie<l C仏lま］9⑪3'1'Cac問gicSlc,!Co，と合併（amclgamalion）してCan耐，，1,s,,,,,c仏 rcはった．
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！！！皿一10浪 7, ，，カ合集由 の州別 ，企業別の週体 ．廃車投嫡全体（ 1904年）
(1) 

金 1駐 名 ’E 町 ユ： 也 製 制 工 限 圧 ヨ忌 工 程

《州 名 ．工 場名 〉 転炉 平 炉 ＂＂ ポ．モの他 庄 延

’‘ 
圧延完成品

(Massachusetts) 

Richmond Iron Co. 1 

(Conneccicuc) 

The London Iron Co. l法(1825)1 1 
32x9 

Barnum Richardson Co. l晶C（’r')
31,屯

山 gs-SeaburyGun &. Ammunition! 
Co. 

Trope 
Steel 

Windsor Locks S E邑elWorks 11(1860) I train of ro Is r ch…eel ． tank place, tool, 
die steel 

τhe Burden Iron Co. ~ 0凪X（；せ867) 

American Steel晶 WireCo. 
21占， ：m i(Cr o,~ Point Furnace) 
60xl7 
70xl8 

Sterling Iron and Rail Way Co・｜ ｜山mi~ ）
45x13 
42xl4 

Astoria Steel Co. 1，制 I脚） I I blooming mill bille同 wirerods 『
w! re-rod mill train of rolled 

dismantled 

American Steel & Wire Co. wire rods,wire, 
(Newburgh Wocks) wire nails 

American Steel品 WireCo. merchant mill(l878 steel shapes, sheet, 
(Rensselaec Icon Wocks) merchanc steel of 

all kinds 

Rome Steel Co. angles, rods for 
bed steads 

Amecican Steel Casting Co. 21((1900) steel casting 

(Sycacuse Wocks) lOt acid 

The Dela¥.'are and Hudson Co. focge bloom, billets 
(Russia IrロnWorks) 

(New Jersy) 

Lackawanna Iron & Steel Co. ~；高x~Iせ87') 
(Franklin Furnace) 

Musconetcong Iron Works ¥ IH¥84¥) 
70xl7 

Cartert Steel Co. l 地（1898)
St basic ． Graphite Metal Co. special steel casting 

fucnaces 

Hacvey Steel Co. z膜【1889i trains of rolls 
pot me t 
!ng holes 

New Yock Switch and Gcoss!ng Co. 11.0894) 31Ji(l896寸 ｝
7t acid 6 pot melt steel casting 

Oliphant Steel & Icon Co. I h匝（1900) 
ing holes 

6t acid steel casting 

Uni£ ocm Steel Co. 12基（ 1901) cools ,dies, high-
4 pot furn ces gcade machine cast 1 

ings I 

Patetson Bloomacy charcoal blooms and ! 
charcoal icon 
(capacity 2,250t) 

(Pennsylvania) 

L ~ i~, ,.i Conewago Icon Co. 
(Conewago Furnace) 
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mm 10;; 7〆＇力会宗国の州別。企業別の遊休・廃棄設備全体（ 1904年）
(2) 

企 X. 制リ 型誌 後・ 工 IM !I 鍋 l 砲 rI 延 工 桂

(liii:.，工l品名｝ ，！；炭高炉 歴コー肉ク炭ス 保コ 煙ク段ス 針 転炉 平 炉 ，，.，ポ，モの｛也 JI 昼’‘ 圧延完成品
Coplay Iron Co. 

ffs~i~aa • 
2 

70xl5 

τhe Duncannon Iron Co, 1 
(Duncannon Furnace) 

American Steel & Wire Co 1 雄（~2) l 
(Edith Furnace) ~ Sxl 

~~::: Iron and Steel Co. I /la(l867 
1 

Furnace) 54x時
Falling Spring Furnace ~~：せ1880) 1 

Gap Furnace 1 

τhe Thomas Iron Go は；；863) 1 

Jefferson Furnace 
~fi i 880) 1 

Reading iron Co 1 
(Keystone Furnace) 

Lackawanna Iron & Steel Co 
IJ/;(1852) 

1 
甘Sx吋

Little Giant Furnace 
れ除Oはx2889) 1 

Lucinda Furnace Go 1 

Marietta Furnaces 21,r :~!l> 2 

60x寸
P8x12 

Mont Alto Iron Co ＇ ；~，~肘18ゆ｝ 1 

Carnesie Steel Go ； ；：~＇せ885 1 
(Se. Cascle Furnace Ko 3) 

~~u tlce'i~~n~：~口ve"t:;:::cιe )Icon 'it~770 
1 

~;r em Steel Co ！：，~：Ji自7民2） 
ヲ

oneer Furnaces) 

65x14 

Richmond Furnace ~：寸(18i5} 1 

Catne3ie Steel Co 
¥tSs 同日

1 
(Sharon Furnace) 

Swatara Furnace ，，止(1880) 1 
50xll 

Tom Thumb Furnace 
;Ox4品＇%°＂ 1 

Am邑rican Sheet Steel Co 2.C( 1886) trains of rolls ingot,black sheet 

(Appollo Works) 20c acld 

American Steel & !lire Co 
steel =~~~.~~::;. (Beaver Falls Works) plain , 

~:~p~:/:~;:: :~~= 
nails 

Bethlehem S E邑elCo ~rl673) 

Bridgewater Steel Works cat axles rolls car axles 

Catasauqua Rolling Mill bar iron, skelp 

American Steel & Wice Co sheet iron and stee 
(Charties !larks) 
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第 四ー！Ol< γメリカ合集国の側別， 合案刷の遺体 ・8信糞役備金体（ 1904写》
()) 

． 

企 I! 名 "' 銑 エ 校 製 a関 エ 担 ロ 廷 ヱ .. 
（州名．工場名） 木俊高炉 腿背拠 悔ヨ1煽ーク炭ス 計 鉱炉 平炉 Jνツポ．その他 /E "' 機 圧延完成品

コタス

A皿ericanSteel HooE Co. 2)1'Cl88!H淘〉
(Clark Mill) 12t, acid 

Clinton Iron ιs teel Co. built in 1846 plate iron 

(Clinton Rolling Hill) 

American Tin Plate Co. built in 1893 black plates for 

(EllwロodCity Works) tinning cold-,ollec 
steel sheets 

Fuller ton Rolling Mill bar iron and skelp 

Hardsburg Nail官orks built in 1810 国uckbar 

Hartman Manufacturing Co. 3 Iii wi<e-rod trains 
wir邑 dra』’ing&
wire-nail plant 

Union Spring & Manufacturing annealing furnaces bars ;bands, cold-

Co. trains of hot roll rolled stdp,deep 
10 inch cold stamping deep 

rolls drawing stock 

American Tin Plate C白． built in 1893 black plate for 
(Johnson Works) tinning 

Jupiter Steel & Coal Co. 。
(Jupiter Steel Works) 

Keystone Iron Works built in 1857 boiler plate,skelp, 
machinery dis- tank car iron etc. 
mantled 

Hery Disston晶 SonsIron & l l底
Steel Works (Key stone Saw, 30t 
Tool, Steel & file works) 

Liggett Spring & Axle Co. built in 1882 buggy & wagon axle』

Mciness Steel Co. uilt in ">lc!ness" tool 
1894 steel 

Norristown Iron Co. machinery, rolling skelp, bar iron 
mill dismantled 

American Steel Casting Co. 2/<11891) open heanh steel 
(Norristown Works) 15t, acid casting 

Lackawanna Iron & Steel Co. 311<【1875) trains of rolls steel rails 

(North Works) 7t 

American Steel Casting Co. 2!1;(1871) ηren henrth casting 
(Pittsbargh Works) acid 

Glasgow Iron Co. ift【，l~~.：，也1 (Pottstown IrロnWorks) 
basic 

Rolling Mill Co. of Medca sheet 

Philips, Nimick晶 Co. built in 1825 bacs, angles, sheets 
(Sligo Rolling Hills) plates 

American Steel & lHre Co. rod mill built wire rods, wire, 
(SロuthSide Works) 1884 wire nails 

Lackawanna Iron & Steel Co. 2！削 1883) first steel rails, ingot steel rails 
(South Works) 9t 1883 

Sunbury Iron Works built in 1883 puddled bars, cut 
nails 

Totten & Hoggs Iron & Steel 11/;(?) open hearth steel 
Foundry Co 15t, acid casting 

Walter Steel Co. built in crucible steel 
899 casting 

French Creek Forge orge 
uilt in charcoal blooms 
872 

Mont Alto Iron Co. built in charcoal blooms 
(Mont Alto lron Works) 866 

(Maryland) 

Blue Mountain Iron & Steel Co. l/li(l856】
(Isabella Furnace) 32x9 

McCullough Iron Co. built in 184 7 sheet iron for 
(North East Works) forge glavanhing 

charcoal bloom 
(Virginia) 

． 

円
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企 !IS ,,, 

〈州名．工J品名〉

期間－JOJ時 アメリカ公然 1• の州 ，1,1 . 企業別の滋伶 . bli ,u受［萌全 体【 1904＜手）
(4) 

JJ.1.(1832) 
J2x-9 

製 後工 U ｜ 製鋼 工 程 ｜ 日経工制

川削｜害ん皆／d－＇もま｜ 計 ｜伝 炉 I＂炉 ｜ルツポその他｜ 圧 延 縄 ｜ 民活完成品
Gr aha包＆ R。binson
(Cedar Run Furnace) 

:Lynchburg Furnace 

Iron Gate Rolling Nill 

Virginia Nail & lron 1'orks 

(West Virginia) 

Black Band Iron and Coal Co 
(Beteie Furnace) 

Nacim,al Tube Co目
(Rive,side Bar Nill〕

¥・Jest Virginia Steel Co. 

(kentucky) 

Republic Iron and Steel Co. 
(Mitchell-Tcante< Works) 

(Tennessee) 

Tennessee Coal, lron and Roil-
road Co, 

Knoぽvillelrα， Co 

おarrimanWrnught Iron Co 

(North Carolina) 

Cranbecry hon and Coal Co. 
(Cranbeny Furnace) 

II J Pasley 
(Helton Focge) 

(Georgia) 

Etna Manufacturing Co. 
(Etna Furnace) 

Ridge Valley Icon Co. 
(Hecmitage Furnace) 

Acerican Steel Hoop Co. 
(Atlanta Mill) 

(Alaba回｝

I I,~ I 1“8!)) 
45xl0 

＂・＇《 1871)
60χ1 0 

Southern Mineral Land Co. J 11rn，，・,iJ
(Bibb Furnace) I 5Sxl1 

τhe Decatur Land Co. JI J，＼【ISSH >
(Dec叫 urCharcoal lron Furnace)! 60xl2 

日.F. De Bardleben 
(Edwards Furnace) 

Alabama Cons。lidatedCoal & 
lron Co. (Macy Prau Furnace) 

Southern Mine,al Land Co. 
(Brierfield Rolling >lill) 

(Texas) 

Kolly Plow Co. 

(Ohio) 

The Beier Hill Iron & C。alCo. 
(Grace Furnace) 

I J.(1884 
I I 、
60xllj;' 

I !•<182，－ヰ l

SOx吟

IJ.I.【1870)
7t,acid 

I Jよf1879)1 1 
70xl8 

IJ.ii88"4 

50xllt 

I JH 1887 
70xl5 

＇＂【1889
60xl4 

u日
間

耐

札
lo
l
h
H
r
b
H
r

‘hr

pig iron for car 
wheels & chilled 
rolls, daily cap a-
city 7t 

built in 1890-1 !muck ba,, m .chant 
iron light iron ano, 
steel rail etc. 

built in 1867 I guide iron, r叫 nd,
square, flat bar 
iron, light主ee
rail 

built in 1875 

steel skelp 

sheet for r。。fing
and stamping 

ingot 

t
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企 業 別
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Huron Furnace i民(18891 1 
49xl3 

The Southern Ohio Portland 
Cement Co. (Madison Furnace) 

The Vernon Iron c。
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ccucible steel 
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企 ;r, 色 I 製＂工程

〈州 れ，工場引 い州が；＇；！I，堅｜守＿11，聖 ｜ 計
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Valley Sceel Works 

(Michigan) 

Eureka Iron & Steel Wocks 2胤！8SHJ I 2 
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,. I ＇｝ 力合 ＂＇凶日 Ct 

2 I 40 I臼
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密鴬工同 1 E 属工位

転炉 耳 炉レ ポ その叫圧 怪 慢 ｜ 凶猛完成品

｜ ！ 日目Eput in I steel shapes for 
I I opecation in 1885 I agcicultural im-
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・J89S<r 6月～1901<rn11まで 611，去の部劇がが休止および雌濃された．
その叩 I 同刊に 116の Rollingmill, Bessemer plants, open-hearth plants, Crucible steel plants 

が休止むよひ冷泉された.0りに，50の forges,bloomariesが＂＇＇仰に休止および燐東された．

＜編集後記＞

お痕れがでず， 今後もますます活躍されることを祈念して。それにしても若さが羨しい。

神奈川県川崎市多摩区生田4764 電 話（044)911-8480 （内線33)

専修 大学 社 会 科 学研究所

（発行者〉大友福 夫
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